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日
本
の
食
文
化
の
特
徴
は
発
酵

で
あ
ろ
う
。
日
頃
の
食
卓
に
上
が

る
納
豆
、
漬
物
、
基
本
的
な
調
味

料
の
味
噌
、
醤
油
、
そ
し
て
日
本

酒
、
焼
酎
な
ど
の
酒
類
。
多
く
の
食
品
が
、

こ
の
発
酵
と
い
う
過
程
を
つ
う
じ
て
、
食

文
化
の
基
層
を
な
し
て
い
る
。

　

全
国
各
地
に
も
発
酵
を
活
用
し
た
伝
統

的
な
特
産
品
は
多
い
。
琵
琶
湖
沿
岸
の
伝

統
食
で
あ
る
鮒
寿
司
（
ふ
な
ず
し
）、
新
鮮

な
鯖
を
ヌ
カ
に
漬
け
込
ん
で
保
存
食
に
す

る
日
本
海
沿
岸
の
へ
し
こ
鯖
、
い
ず
れ
も

地
域
で
育
ま

れ
て
き
た
伝

統
技
術
だ
。

　

し
か
し
こ

の
発
酵
と
い

う
作
用
は
食

品
づ
く
り
だ

け
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
全
国
の
農
山
村
や

そ
の
農
山
村
の
町
場（
ま
ち
ば
）を
見
て
い

る
と
、
食
品
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
も

こ
の
発
酵
が
作
用
し
て
い
る
と
思
え
て
く

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
植
生
に
囲

ま
れ
た
集
落
の
落
ち
着
き
、
伝
統
的
な
技

術
や
地
元
の
資
材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
家

屋
、
そ
れ
ら
が
織
り
成
す
熟
成
し
た
空

間
。
そ
こ
に
住
む
人
々
が
入
念
に
手
入
れ

を
し
、
じ
っ
く
り
と
使
い
込
ん
で
い
っ
た

生
活
の
場
は
、
ま
さ
に
発
酵
す
る
空
間
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
郊
外
の
大
型
店
や

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
は
、
稼
ぎ
場
所

を
求
め
て
転
々
と
移
動
す
る
焼
畑
商
業
空

間
の
よ
う
だ
。
そ
れ
ら
が
い
く
ら
も
が
い

て
も
追
い
つ
か
な
い
、
町
村
の
良
さ
が
見

え
て
く
る
。
長
い
発
酵
作
用
の
下
に
、
現

代
の
農
山
村
の
空
間
が
形
成
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
。

　
「
み
ち
の
く
の
小
京
都
」と
呼
ば
れ
て
き

た
秋
田
県
角
館
町
を
訪
れ
た
。
武
家
屋
敷

は
言
う
に
及
ば
ず
、
外
町
と
呼
ば
れ
る
商

人
の
町
に
も
、
こ
の
熟
成
し
た
生
活
空
間

が
息
づ
い
て

い
る
。
九
月

上
旬
の
三
日

間
に
行
わ
れ

る
角
館
祭
り

の
や
ま
行
事

は
、
平
成
三

年
に
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ

れ
た
。
祭
が
あ
る
か
ら
町
に
帰
っ
て
き
た

と
い
う
若
者
も
多
い
。
一
年
の
う
ち
３
６

２
日
は
こ
の
三
日
間
の
た
め
に
あ
る
、
と

彼
ら
は
公
言
す
る
。
祭
を
担
う
若
者
達
が

発
酵
菌
と
な
っ
て
、
角
館
を
熟
成
さ
せ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

小
京
都
と
称
し
て
京
都
に
追
随
す
る
路

線
で
は
な
く
、
重
要
な
の
は
京
都
を
超
え

る
美
し
い
発
酵
空
間
を
、
地
元
の
人
々
が

再
認
識
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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政 策
　

平
成　

年
度
の
地
方
財
政
計
画
は
、
極

１６

め
て
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
等
を
踏
ま

え
、
①
歳
出
面
で
は
、「
基
本
方
針
２
０
０

３
」
に
沿
っ
て
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
徹

底
し
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
歳
出
総
額

の
計
画
的
な
抑
制
を
図
る
一
方
、
当
面
の

重
要
課
題
で
あ
る
人
間
力
の
向
上
・
発
揮

（
教
育
・
文
化
・
科
学
技
術
・
Ｉ
Ｔ
）、
個

性
と
工
夫
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
都
市
と
地

方
の
形
成
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
循
環
型

社
会
の
構
築
・
地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応

な
ど
に
財
源
の
重
点
配
分
を
図
り
、
②
歳

入
面
で
は
、
地
方
税
負
担
の
公
平
適
正
化

の
推
進
と
地
方
交
付
税
の
所
要
額
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
③
引
き
続
く
大
幅
な
財

源
不
足
に
つ
い
て
地
方
財
政
の
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
補
て
ん
措
置

を
講
じ
る
―
こ
と
を
基
本
に
策
定
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成　

年
度
の
地
方
財
政

１６

計
画
の
規
模
は　

兆
６
、
６
６
９
億
円
、

８４

前
年
度
比
１
兆
５
、
４
３
８
億
円（
１
・
８

％
）の
減
と
し
た
。地
方
財
政
規
模
は
、
平

成　

年
度
か
ら
抑
制
基
調
に
転
換
し
て
い

１０
る
が
、　

年
度（
１
・
９
％
減
）か
ら
減
少

１４

に
転
じ
、
３
年
連
続
の
削
減
と
な
っ
た
。

◆
「
三
位
一
体
改
革
」
で
税
源
移
譲

実
現

　

以
上
の
歳
出
抑
制
を
し
て
も
、
平
成　
１６

年
度
の
財
源
不
足
は
合
計　

兆
１
、
４
９

１４

８
億
円
に
の
ぼ
る
。
う
ち
、
通
常
収
支
の

財
源
不
足　

兆
１
、
７
２
３
億
円
に
つ
い

１０

て
は
、
国
と
地
方
が
折
半
し
、
国
負
担
分

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
（
臨
時
財
政
対

策
加
算
）
で
、
地
方
負
担
分
は
特
例
地
方

債
（
臨
時
財
政
対
策
債
）
で
補
て
ん
す
る
。

平
成　

年
度
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
借
入

１３

を
や
め
て
国
と
地
方
の
折
半
で
負
担
す
る

ル
ー
ル
を
平
成　

年
度
ま
で
３
年
間
延
長

１８

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
、
平
成　

年
度

１６

は
、
①
地
方
交
付
税
の
増
額
４
兆
１
、
８

１
８
億
円
②
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
４

兆
１
、
９
０
５
億
円
③
財
源
対
策
債
の
発

行
１
兆
８
、
０
０
０
億
円
―
で
そ
れ
ぞ
れ

補
て
ん
す
る
。

　

ま
た
、
恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
減
収
３

兆
３
、
２
９
６
億
円
に
つ
い
て
は
、
う
ち

①
地
方
税
の
減
収
分
１
兆
７
、
９
９
１
億

円
は
国
の
た
ば
こ
税
の
一
部
移
譲
、
法
人

税
の
交
付
税
率
引
上
げ
、
地
方
特
例
交
付

金
、
減
税
補
て
ん
債
②
国
税
減
収
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
影
響
分
１
兆
５
、
３
０
５

億
円
は
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
（
国
・

地
方
折
半
で
償
還
）―
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
補
て
ん
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
平
成　

年
１５

度
税
制
改
正
に
よ
る
先
行
減
税
に
伴
う
減

収
６
、
４
７
９
億
円
に
つ
い
て
は
、
う
ち

①
地
方
税
減
収
分
３
、
５
２
１
億
円
は
減

税
補
て
ん
債
発
行
（
後
年
度
の
地
方
税
増

収
で
償
還
）
②
国
税
減
税
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
減
収
分
２
、
９
５
８
億
円
は
交
付

税
特
別
会
計
借
入
金（
地
方
負
担
）―
で
そ

れ
ぞ
れ
補
て
ん
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
三
位
一
体
改
革
」
の
初
年

度
と
し
て
１
兆
円
規
模
の
国
庫
補
助
負
担

金
の
廃
止
・
縮
減
と
一
般
財
源
化
に
伴
う

税
源
移
譲
４
、
２
４
９
億
円
も
盛
り
込
ま

れ
た
。
児
童
保
護
費
等
負
担
金
（
公
立
保

育
所
運
営
費
分
）
１
、
６
６
１
億
円
や
職

員
設
置
費
・
法
施
行
事
務
費
等
に
か
か
る

国
庫
補
助
負
担
金
７
７
９
億
円
と
、
平
成

　

年
度
に
行
わ
れ
た
国
庫
補
助
負
担
金

１５２
、
３
４
４
億
円
の
一
般
財
源
化
に
つ
い

て
、
所
得
税
の
一
部
を
「
所
得
譲
与
税
」

を
創
設
し
て
税
源
移
譲
す
る
。「
所
得
譲

与
税
」
は
、
平
成　

年
度
ま
で
に
所
得
税

１８

か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
本
格
的
な
税
源
移

譲
を
実
施
す
る
ま
で
の
間
の
暫
定
措
置
と

し
て
、
所
得
税
の
一
部
を
使
途
を
限
定
し

な
い
一
般
財
源
と
し
て
地
方
へ
譲
与
す
る

も
の
で
、
人
口
に
よ
り
都
道
府
県
と
市
町

村
（
特
別
区
を
含
む
）
に
譲
与
す
る
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
と
公

立
養
護
学
校
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
う
ち

退
職
手
当
と
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
暫

定
的
に
一
般
財
源
化
す
る
と
と
も
に
、
今

地 地 

方 方 

財 財 

政 政 

計 計 

画 画 

平
成
16
年
度 

〔
解

説
〕 

実
質
的
な
交
付
税
総
額
が
12
％
減
に 

　

政
府
は
2
月
6
日
の
閣
議
で
、
平
成　

年
度
の
地
方
財
政
計
画
を
決
め

16

た
。
い
わ
ゆ
る
骨
太
方
針
第
三
弾
、「
基
本
方
針
2
0
0
3
」
を
受
け
て
、

「
歳
出
総
額
の
計
画
的
な
抑
制
を
図
る
」こ
と
を
基
本
に
策
定
し
た
。
こ
の

た
め
、
地
方
財
政
計
画
規
模
は　

兆
6
、
6
6
9
億
円
、
前
年
度
比
1
・

84

8
％
減
と
3
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。
う
ち
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度

比
6
・
5
％
減
の　

兆
8
、
8
6
1
億
円
に
抑
制
し
た
ほ
か
、
地
方
交
付

16

税
の
代
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
（
赤
字
地
方
債
）
も
同　

・
6

28

％
減
の
4
兆
1
、
9
0
5
億
円
に
大
幅
削
減
し
た
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な

地
方
交
付
税
総
額
は　

兆
7
6
6
億
円
、
同　

・
0
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

21

12

　

さ
ら
に
、
地
方
単
独
事
業
（
投
資
）
も　

兆
4
、
7
0
0
億
円
、
同

13

9
・
5
％
減
に
抑
制
し
た
。
こ
の
結
果
、
地
方
債
依
存
度
は　

・
7
％
と

16

前
年
度
よ
り
0
・
8
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
一
方
、
一
般
財
源
比
率
は　

・
8

60

％
と
前
年
度
よ
り
0
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な
ど
財
政
構
造
は
わ
ず
か

に
改
善
し
た
も
の
の
、　

年
度
末
の
地
方
の
借
入
金
残
高
は
2
0
4
兆
円

16

に
増
加
し
、
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
残
高
も　

・
2
兆
円
に
の
ぼ
る
な

50

ど
、
依
然
、
地
方
財
政
全
体
の
借
金
は
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。政
府
は
、「
改

革
と
展
望
」の
期
間
中（
平
成　

年
度
ま
で
）は「
地
方
財
政
計
画
の
規
模
を

18

抑
制
し
、
交
付
税
総
額
の
抑
制
を
図
る
」
と
の
路
線
を
継
続
す
る
方
針
で
、

町
村
の
財
政
運
営
は
今
後
も
厳
し
い
状
況
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB
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後
、
そ
の
額
が
大
き
く
変
動
（
増
加
）
す

る
た
め
、
各
年
度
の
支
給
必
要
額
を
確
保

し
た
上
で「
税
源
移
譲
予
定
特
例
交
付
金
」

を
設
け
、
人
口
を
基
準
に
都
道
府
県
に
交

付
す
る
。

◆
市
町
村
税
は
０
・
６
％
の
減
少

　

歳
入
で
は
、
地
方
税
を　

兆
３
、
２
３

３２

１
億
円
、
前
年
度
比
０
・
５
％
増
を
計
上

し
た
。
う
ち
、
道
府
県
税
は　

兆
６
、
９

１３

０
６
億
円
、
市
町
村
税
は　

兆
６
、
３
２

１８

５
億
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
道
府
県
税
は

２
、
５
６
７
億
円
（
１
・
９
％
）
増
加
す

る
が
、
市
町
村
税
は
１
、
０
６
１
億
円

（
０
・
６
％
）
の
減
少
と
な
る
。
市
町
村

税
の
主
要
な
税
目
で
あ
る
固
定
資
産
税
は

８
兆
７
、
７
２
４
億
円
（
前
年
度
比
０
・

１
％
増
）
で
前
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
増
加

す
る
も
の
の
、
市
町
村
民
税
が
７
兆
３
、

０
８
２
億
円
（
同
１
・
２
％
減
）、
市
町

村
た
ば
こ
税
が
８
、
５
７
１
億
円
（
同
１
・

４
％
減
）
な
ど
と
前
年
度
よ
り
減
収
と
な

る
の
が
響
い
た
。
入
湯
税
は
２
７
１
億
円

（
同
１
・
９
％
増
）
を
計
上
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
総
額　

兆
８
、

１６

８
６
１
億
円
で
、
前
年
度
比
１
兆
１
、
８

３
２
億
円
、
６
・
５
％
減
と
し
た
。
４
年

連
続
の
減
少
と
な
る
。
法
定
率
分　

兆
１１

１
、
５
６
０
億
円
に
一
般
会
計
に
お
け
る

加
算
措
置
４
兆
２
、
３
２
６
億
円
、
交
付

税
特
別
会
計
借
入
金
１
兆
７
、
７
５
５
億

円
な
ど
を
加
え
た
額
か
ら
、
交
付
税
特
別

会
計
借
入
金
償
還
７
９
９
億
円
、
同
借
入

金
支
払
利
子
分
６
、
３
８
２
億
円
を
差
し

引
い
た
も
の
。
し
か
し
、
地
方
交
付
税
の

代
替
措
置
と
し
て
平
成　

年
度
か
ら
措
置

１３

し
て
い
る
臨
時
財
政
対
策
債
も
４
兆
１
、

９
０
５
億
円
、
前
年
度
比
１
兆
６
、
７
９

１
億
円
（　

・
６
％
）
減
と
大
幅
に
削
減
。

２８

こ
の
た
め
、
両
者
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な

地
方
交
付
税
総
額
は　

兆
７
６
６
億
円
と

２１

な
り
、
前
年
度
よ
り
２
兆
８
、
６
２
３
億

円
、　

・
０
％
の
減
少
と
な
る
。
平
成　

１２

１５

年
度
も
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
７
・
５

％
減
と
し
た
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
加

え
る
と
同
５
・
１
％
増
と
な
っ
て
お
り
、

実
質
的
な
地
方
交
付
税
総
額
の
減
少
は
初

め
て
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
譲
与
税
は
１
兆
１
、

４
５
２
億
円
、
前
年
度
比
４
、
５
１
３
億

円
（　

・
０
％
）
増
を
見
込
ん
だ
。「
三

６５

位
一
体
改
革
」
に
伴
う
「
所
得
譲
与
税
」

の
創
設
で
大
幅
に
増
え
た
も
の
で
、
こ
の

ほ
か
地
方
道
路
譲
与
税
は
３
、
０
４
１
億

円
（
前
年
度
比
０
・
９
％
増
）、
自
動
車

重
量
譲
与
税
は
３
、
７
４
６
億
円
（
同
６
・

３
％
増
）
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
特
例
交
付
金
も
１
兆
１
、
０

４
８
億
円
で
前
年
度
比
９
８
６
億
円（
９
・

８
％
）
増
と
し
た
。
な
お
、
平
成　

年
度

１５

の
「
第
一
種
交
付
金
」
を
「
減
税
補
て
ん

特
例
交
付
金
」
に
名
称
変
更
し
た
。
国
庫

支
出
金
は
総
額　

兆
１
、
２
３
８
億
円

１２

で
、
前
年
度
比
１
、
３
６
２
億
円
（
１
・

１
％
）
減
と
し
た
。
う
ち
、
公
共
事
業
費

補
助
負
担
金
は
３
兆
７
、
９
９
２
億
円

で
、
前
年
度
比
１
・
１
％
減
と
な
っ
て
い

る
。

　

地
方
債
（
普
通
会
計
分
）
の
発
行
予
定

額
は　

兆
１
、
４
４
８
億
円
で
、
前
年
度

１４

比
９
、
２
７
０
億
円
（
６
・
２
％
）
減
と

し
た
。
臨
時
財
政
対
策
債
を
前
年
度
比

　

・
６
％
減
と
す
る
一
方
、
新
た
に
地
域

２８再
生
事
業
８
、
０
０
０
億
円
を
創
設
し
た

ほ
か
、
合
併
特
例
事
業
を
前
年
度
比
１
７

５
・
０
％
増
の
５
、
５
０
０
億
円
を
計
上
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
事
業
５
、
３
１

７
億
円
（
前
年
度
比　

・
２
％
増
）、
公

２３

営
企
業
借
換
債
１
、
１
０
０
億
円
（
同　

・
５７

１
％
増
）、
過
疎
対
策
事
業
２
、
９
４
５
億

円
（
同
５
・
９
％
増
）、
辺
地
対
策
事
業

５
８
０
億
円
（
同
６
・
５
％
増
）
も
そ
れ

ぞ
れ
増
額
計
上
し
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
を
加
え
た
一
般
財
源
総
額
は　

兆
４
、

５１

５
９
２
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
比
０
・
９

％
減
少
す
る
も
の
の
、
地
方
財
政
計
画
規

模
が
縮
小
し
た
た
め
、
一
般
財
源
比
率
は

　

・
８
％
と
前
年
度
よ
り
０
・
６
ポ
イ
ン

６０ト
上
昇
。
逆
に
、
地
方
債
依
存
度
は　

・
１６

７
％
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
０
・
８
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
た
。
し
か
し
、
平
成　

年
度

１６

末
の
地
方
の
借
入
金
残
高
は
２
０
４
兆
円

（
前
年
度
１
９
９
兆
円
）
に
ふ
く
ら
む
ほ

か
、
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
残
高
も

　

・
２
兆
円
（
同　

・
５
兆
円
）
に
増
え

５０

４８

る
。
同
残
高
の
う
ち
地
方
負
担
分
は　

・
３２

８
兆
円
（
同　

・
８
兆
円
）
と
な
っ
て
い

３１

る
。
こ
の
ほ
か
、
臨
時
財
政
対
策
債
借
入

金
残
高
も　

・
４
兆
円
（
同　

・
３
兆
円
）

１４

１０

に
ふ
く
ら
む
。

◆
投
資
単
独
事
業
も
９
・
５
％
減
少

　

歳
出
の
内
訳
を
み
る
と
、
給
与
関
係
費

の
総
額
は　

兆
９
、
９
９
０
億
円
で
、
前

２２

年
度
比
４
、
３
９
３
億
円
（
１
・
９
％
）

減
少
し
た
。
地
方
財
政
計
画
上
の
地
方
公

務
員
数
は
国
の
定
員
削
減
計
画
に
準
じ

て
、
全
体
で
１
万
９
８
０
人
の
減
員
を
見

込
ん
で
い
る
。
う
ち
、
警
察
関
係
職
員
数

に
つ
い
て
は
警
察
事
務
職
員
２
６
８
人
を

減
員
す
る
一
方
、
警
察
官
は
３
、
１
５
０

人
の
増
員
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
一

般
行
政
経
費
の
総
額
は　

兆
８
、
８
３
３

２１

億
円
で
前
年
度
比
８
、
５
７
０
億
円
（
４
・

１
％
）
増
と
し
た
。
う
ち
国
庫
補
助
負
担

金
等
を
伴
う
も
の
は　

兆
１
、
１
８
３
億

１０

円
（
前
年
度
比
２
・
８
％
増
）、
国
庫
補

助
負
担
金
を
伴
わ
な
い
も
の
（
通
常
分
）

は　

兆
１
、
４
７
５
億
円
（
同
０
・
３
％

１１
減
）
と
し
た
。
ま
た
、
公
債
費
は　

兆
６
、

１３

７
７
９
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
８
９
４
億

円
（
０
・
６
％
）
減
少
し
て
い
る
。

　

地
方
単
独
事
業
・
ハ
ー
ド
分
は
総
額　
１３

兆
４
、
７
０
０
億
円
、
前
年
度
比
１
兆
４
、

１
０
０
億
円（
９
・
５
％
）減
と
し
た
。「
基

本
方
針
２
０
０
３
」
の
縮
減
目
標
を
前
倒

し
し
て
大
幅
削
減
し
た
も
の
。
地
域
活
性

化
事
業
と
し
て
６
、
９
０
０
億
円
計
上
し

た
ほ
か
、
合
併
特
例
事
業
６
、
０
０
０
億

円
、
防
災
対
策
事
業
１
、
９
０
０
億
円
、

地
域
再
生
事
業
８
、
０
０
０
億
円
な
ど
を

計
上
し
た
。「
地
域
再
生
事
業
」
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
地
域
雇
用
の
創
造
を
実

現
し
地
域
の
再
生
を
図
る
た
め
、
地
方
単

独
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る

地
方
公
共
団
体
が
事
業
を
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
新
た
に
創
設
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
地
方
単
独
事
業
・
ソ
フ
ト
分
で

は
、
社
会
福
祉
関
係
経
費
４
兆
６
、
４
４

３
億
円
（
社
会
福
祉
系
統
経
費
４
兆
３
、

３
６
３
億
円
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
経
費

３
、
０
８
０
億
円
）
や
、
教
育
・
人
材
育

成
対
策
経
費
５
、
２
９
８
億
円
（
私
学
振

興
対
策
、
青
少
年
健
全
育
成
対
策
等
）、
環

境
対
策
経
費
３
、
９
７
９
億
円
（
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
事
業
等
）、
地
方
活
性
化
・
都
市

再
生
対
策
経
費
９
、
４
９
１
億
円
、
情
報

化
・
科
学
技
術
振
興
対
策
経
費
４
、
１
３

８
億
円
（
地
域
情
報
化
推
進
事
業
、
教
育

情
報
化
対
策
等
）
な
ど
を
計
上
し
た
。
地

方
活
性
化
・
都
市
再
生
対
策
経
費
で
は
、

わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
、
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
、
都
市
再
生
関
連
対

策
、
地
域
文
化
化
振
興
対
策
、
観
光
立
国

推
進
対
策
、
国
土
保
全
対
策
、
農
山
漁
村
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政 策

対
策
、
森
林
山
村
対
策
、
生
活
交
通
確
保

対
策
、
市
町
村
合
併
推
進
事
業
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
各
歳
出
項
目
の
歳
出
総
額
に
占

め
る
割
合
を
み
る
と
、
給
与
関
係
経
費

（　

・
２
％
）
は
前
年
度
と
同
じ
だ
が
、

２７投
資
的
経
費
は　

・
２
％
と
前
年
度
よ
り

２５

１
・
８
ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
一
方
、
一
般

行
政
経
費
は　

・
８
％
で
前
年
度
よ
り
１
・

２５

４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
公
債
費
も　

・
２
％

１６

で
前
年
度
よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
い
る
。

◆
交
付
税
削
減
は　

年
度
ま
で
継
続

１８

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
地
方
財
政
計
画

１６

は
、
実
質
的
な
地
方
交
付
税
が　

・
０
％

１２

減
と
厳
し
い
内
容
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
急
激
な
交
付
税
削
減
に
地
方
自
治
体
側

か
ら
は
「
予
算
が
組
め
な
い
」
な
ど
と
批

判
も
強
ま
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
措
置
は

基
本
的
に
平
成　

年
度
ま
で
継
続
さ
れ
る

１８

と
み
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
今
回
の
措

置
は
昨
年
６
月　

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

２７

「
基
本
方
針
２
０
０
３
」に
沿
っ
て
策
定
さ

れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
こ
で
改
め
て
、
そ
の
内
容
を
み
る

と
、「
三
位
一
体
改
革
の
具
体
的
な
改
革

工
程
」
の
中
で
、「
改
革
と
展
望
」
の
期

間
中
（
平
成　

年
度
ま
で
）
に
国
庫
補
助

１８

負
担
金
は
概
ね
４
兆
円
程
度
を
目
途
に
廃

止
・
縮
減
す
る
と
と
も
に
、「
地
方
交
付
税

の
改
革
」
に
つ
い
て
も
、
①
地
方
財
政
計

画
の
歳
出
徹
底
見
直
し
に
よ
り
、
地
方
交

付
税
総
額
を
抑
制
し
、
財
源
保
障
機
能
を

縮
小
す
る
②
算
定
方
法
の
簡
素
化
・
段
階

補
正
の
見
直
し
を
さ
ら
に
進
め
る
―
こ
と

に
よ
り
、
不
交
付
団
体
（
市
町
村
）
の
人

口
割
合
を
大
幅
に
高
め
、「
交
付
税
へ
の

依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
、
真
の
地
方
財
政

の
自
立
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
さ
に
、
今
回
の
地
方
財
政
計
画
で
の

実
質
的
な
地
方
交
付
税
総
額
の
大
幅
削
減

は
、「
基
本
方
針
２
０
０
３
」
に
盛
り
込
ま

れ
た
「
財
源
保
障
機
能
を
縮
小
」
す
る
第

一
歩
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と

も
「
改
革
と
展
望
」
の
期
間
中
は
、
こ
の

路
線
が
継
続
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
だ
け

に
、
町
村
は
、
今
後
も
一
段
と
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
そ
う
だ
。

（
自
治
日
報
社　

井
田
正
夫
）

地方財政計画歳入歳出一覧

１　歳入歳出総括表 （単位：億円、％）

平成１５年度
増　減　率

増　減　率
�／�

増　減　額
�－�　�

平成１５年度
�

平成１６年度
�

区 分

（歳　入）

▲ ６．１０．５１，５０６３２１，７２５３２３，２３１地 方 税

１１．２６５４，５１３６，９３９１１，４５２地 方 譲 与 税

１１．４９．８９８６１０，０６２１１，０４８地 方 特 例 交 付 金

▲ ７．５▲ ６．５▲ １１，８３２１８０，６９３１６８，８６１地 方 交 付 税

▲ ３．６▲ １．１▲ １，３６２１２２，６００１２１，２３８国 庫 支 出 金

１９．２▲ ６．２▲ ９，２７０１５０，７１８１４１，４４８地 方 債

１．３０．２３４１１６，３８６１６，４２０使 用 料 及 び 手 数 料

０．９▲ ０．０▲ １３５２，９８４５２，９７１雑 収 入

▲ １．５▲ １．８▲ １５，４３８８６２，１０７８４６，６６９計

（歳　出）

▲ １．１▲ １．９▲ ４，３９３２３４，３８３２２９，９９０給 与 関 係 経 費

１．１４．１８，５７０２１０，２６３２１８，８３３一 般 行 政 経 費

２．７２．８２，７６９９８，４１４１０１，１８３補 助

▲ ０．３▲ ０．３▲ ３７４１１１，８４９１１１，４７５単独（通常分）

－皆増６，１７５－６，１７５単独（平成１６年度一般財源化分）

２．５▲ ０．６▲ ８９４１３７，６７３１３６，７７９公 債 費

▲ ０．６▲ ０．８▲ ８１１０，０６８９，９８７維 持 補 修 費

▲ ５．３▲ ８．４▲ １９，５８５２３２，８６８２１３，２８３投 資 的 経 費

▲ ５．０▲ ６．５▲ ５，４８５８４，０６８７８，５８３補 助

▲ ５．５▲ ９．５▲ １４，１００１４８，８００１３４，７００単 独

▲ ０．４▲ ３．９▲ １，２５５３２，０５２３０，７９７公 営 企 業 繰 出 金

１．８▲ ２．６▲ ５９２２２，４３３２１，８４１企業債償還費普通会計負担分

▲ ５．２▲ ６．９▲ ６６３９，６１９８，９５６そ の 他

▲ ４０．０４５．８２，２００４，８００７，０００不 交 付 団 体 水 準 超 経 費

▲ １．５▲ １．８▲ １５，４３８８６２，１０７８４６，６６９計

▲ ２．０▲ ２．３▲ １６，１５２６９７，２０１６８１，０４９
地 方 一 般 歳 出
（公債費、企業債償還費普通会計負担
分、不交付団体水準超経費を除く）

２　歳入歳出構成比 （単位：％）

差　引平　成
１５年度

平　成
１６年度歳 出差　引平　成

１５年度
平　成
１６年度歳 入

０．０２７．２２７．２給 与 関 係 経 費０．９３７．３３８．２地 方 税

１．４２４．４２５．８一 般 行 政 経 費０．６０．８１．４地 方 譲 与 税

０．２１６．０１６．２公 債 費０．１１．２１．３地 方 特 例 交 付 金

０．０１．２１．２維 持 補 修 費▲ １．１２１．０１９．９地 方 交 付 税

▲ １．８２７．０２５．２投 資 的 経 費０．１１４．２１４．３国 庫 支 出 金

▲ ０．１３．７３．６公 営 企 業 繰 出 金▲ ０．８１７．５１６．７地 方 債

０．３０．５０．８不交付団体水準超経費０１．９１．９使用料及び手数料

０．２６．１６．３雑 収 入

－１００．０１００．０計－１００．０１００．０計
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�
奈
井
江
町
の
概
要

　

北
海
道
の
中
央
、
石
狩
平
野
の
や
や
北

部
に
位
置
し
、
東
は
夕
張
山
系
、
西
は
石

狩
川
に
育
ま
れ
た
地
味
肥
沃
な
農
村
地
域

で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
と
国
道　

号
が
ま
ち
の

１２

中
央
を
、
道
央
自
動
車
道
が
東
側
山
手
沿

い
を
南
北
に
縦
貫
し
札
幌
、
旭
川
の
中
間

に
位
置
す
る
交
通
至
便
な
地
域
で
す
。

　

米
を
主
産
と
し
メ
ロ
ン
、
ユ
リ
根
、
ト

マ
ト
な
ど
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
炭
鉱
が
閉
山
し
た
後
、
企
業
誘
致
に

努
め
国
内
炭
の
火
力
発
電
所
、
精
密
電
気

機
器
、
超
硬
工
具
、
電
線
、
畜
熱
暖
房
機

製
造
な
ど
の
企
業
の
立
地
を
見
、
人
口
は

７
３
０
０
人
ほ
ど
の
農
・
工
・
商
の
調
和

の
と
れ
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

１
９
３
５
年
に
産
業
組
合
（
現
Ｊ
Ａ
）

が
協
済
病
院
を
設
立
し
、
翌
年
組
合
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
類
似
事
業
を
全
国
に
先

駆
け
て
手
掛
け
て
い
ま
す
。
１
９
３
９
年

に
は
法
に
基
づ
き
国
民
健
康
保
険
組
合
を

北
海
道
第
１
号
と
し
て
設
立
し
て
い
ま

す
。
こ
の
精
神
が
、
現
在
の
「
健
康
と
福

祉
の
ま
ち
」
宣
言
（
１
９
９
４
年
）
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

１
９
８
８
年
、
全
国
の
自
治
体
と
し
て

最
初
の
老
人
保
健
施
設
の
開
設
を
契
機
と

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康ととととととととととととととととととととととととととととととととと福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ででででででででででででででででででででででででででででででででで協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働のののののののののののののののののののののののののののののののののまままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

いい ええ ちょうちょう

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

北海道北海道 奈井江町奈井江町
なな
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し
、
福
祉
の
先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ハ

ウ
ス
ヤ
ル
ビ
町
と
の
交
流
を
通
し
町
立
国

保
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

に
あ
た
り
個
室
化
の
推
進
な
ど
入
所
者
の

人
格
を
尊
重
し
た
施
設
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
開
業
医
と
の
連
携
に
よ
る
病
診

連
携
開
放
型
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
を
医
療

の
み
な
ら
ず
、
単
独
事
業
と
し
て
介
護
保

険
施
設
の
分
野
に
も
拡
大
し
た
〝
か
か
り

つ
け
医
〞
に
よ
る
継
続
的
診
療
は
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
連
携
の
要
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
施
行
に
あ
た
り
認

定
か
ら
給
付
ま
で
を
近
隣
１
市
５
町
か
ら

な
る
広
域
連
合
で
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
、
国
保
、
老
人

保
健
事
業
に
も
拡
大
し
行
政
の
効
率
的
な

運
営
の
試
み
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
奈
井
江
町
の
取
り
組

み
の
中
か
ら
、
介
護
保
険
関
連
施
設
の
運

営
と
介
護
予
防
、
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
地
域
に
あ
っ
た
施
設
の
運
営

　

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、
３
年
が

経
過
し
、
現
在
、
老
齢
人
口
は
１
９
５
０

人
ほ
ど
で
２
６
０
名
前
後
の
方
が
要
介
護

認
定
を
受
け
、
そ
の
う
ち
約
４
割
の
方
が

施
設
や
病
院
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
町

内
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（　

床
）、

５０

老
人
保
健
施
設
（　

床
）、
介
護
療
養
型
病

５０

床
群
（　

床
）
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

３０

町
内
外
か
ら
の
利
用
も
あ
り
施
設
は
全
て

満
床
で
、
待
機
者
が
数
多
く
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

特
に
１
９
９
６
年
に
開
設
し
た
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
の
家
」
は
、

入
所
者
の
家
族
や
友
人
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
よ
う
市
街
地
に
建
設
し
、
居
室
は
当

時
で
は
珍
し
い
１
人
部
屋
も
し
く
は
二
人

部
屋
を
基
本
に
、
入
所
者
の
自
由
な
生
活

を
重
視
す
る
こ
と
で
各
地
か
ら
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

福
祉
施
策
を
進
め
る
こ
と
で
、
住
民
の

行
政
に
対
す
る
期
待
が
大
き
く
、
施
設
入

所
に
依
存
的
で
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
そ

の
た
め
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
住
民
の
意
向
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

ど
う
埋
め
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
へ
の
意
向
が
強
い
の
は
、
北
海
道

特
有
の
除
雪
の
問
題
も
影
響
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
除
雪
対
策
と
し
て
、
市
街
中

心
部
に
流
雪
溝
、
融
雪
溝
、
電
気
融
雪
槽

を
整
備
し
て
い
る
ほ
か
、
間
口
除
雪
サ
ー

ビ
ス
、
町
内
の
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
十
分
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

や
対
象
者
を
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
す
。
こ
う
い
っ
た
地
域
の
事
情
や

家
族
の
都
合
で
一
時
的
に
在
宅
生
活
が
で

き
な
い
方
を
対
象
に
、
老
人
保
健
施
設

「
健
寿
苑
」
で
は
「
在
宅
を
支
え
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
入
所
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
老
人
保
健
施
設

は
在
宅
生
活
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
在
宅
の

要
介
護
者
を
支
え
る
た
め
に
は
柔
軟
な
対

応
が
必
要
で
す
し
、
一
度
施
設
に
入
所
し

た
方
が
自
宅
に
帰
る
こ
と
で
、
他
の
入
所

者
の
意
識
も
変
わ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、「
施
設
」
か
ら

「
在
宅
」へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
基
本
理
念
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
施
設
」
と
「
在

宅
」
で
線
を
引
く
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
や
機
能
を
生
か
し
て
、
在
宅
生

活
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

�
こ
れ
か
ら
の
介
護
予
防

　

最
近
、
虚
弱
の
高
齢
者
が
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防
事
業
が
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
当
町
で
は
、
２

０
０
１
年
度
か
ら　

歳
以
上
の
高
齢
者
を

６５

対
象
に
、
保
健
師
を
中
心
と
し
て
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
高
齢
者
向
け
マ
シ

ン
を
使
用
し
て
、
３
ヶ
月
間
、
週
２
回
の

ペ
ー
ス
で
３
ヶ
月
間
を
３
期
に
分
け
て
進

め
て
い
き
ま
す
。
第
１
期
目
の
「
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
期
」
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
る
体
を
つ
く
り
、
第
２
期
の

「
筋
力
強
化
期
」で
は
個
人
の
体
力
に
応
じ

て
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
第

３
期
の
「
機
能
訓
練
期
」
で
は
、
日
常
生

活
の
機
能
の
向
上
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
は
多
岐
に
わ
た

り
、
最
も
顕
著
な
こ
と
は
下
肢
筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
機
能
に
改
善
が
み
ら
れ
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
や
閉
じ
こ
も
り

防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
の

中
か
ら
「
体
力
が
つ
い
た
」「
姿
勢
が
良

く
な
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
参
加
者
自
身
が
日
常
生
活
の
中
で
効

果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
体
機

能
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、

閉
じ
こ
も
り
傾
向
の
方
の
活
動
意
欲
が
向

上
し
、
外
出
や
各
種
事
業
に
参
加
す
る
機

会
が
増
え
る
と
い
っ
た
効
果
も
み
ら
れ
ま

し
た
。
実
際
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
方

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
開
始
と
と
も
に
表

情
が
ど
ん
ど
ん
良
く
な
り
、
以
前
は
話
し

か
け
ら
れ
て
も
「
ぽ
つ
ぽ
つ
」
と
答
え
る

程
度
だ
っ
た
の
が
、
自
分
か
ら
話
し
を
し
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た
り
冗
談
を
言
う
な
ど
表
情
が
豊
か
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
仲
間

と
新
し
い
人
間
関
係
が
構
築
で
き
た
り
、

達
成
感
を
感
じ
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま

し
た
。

　

介
護
予
防
事
業
で
重
要
な
こ
と
は
、
体

力
の
維
持
や
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
、
高

齢
者
が
継
続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
手

助
け
を
し
た
り
、
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ

と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

は
、
高
齢
者
自
身
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
楽

し
さ
や
意
義
を
感
じ
、
継
続
へ
の
意
欲
が

生
ま
れ
て
い
る
た
め
、
非
常
に
効
果
的
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
の

他
の
介
護
予
防
事
業
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
全
て
を
行
政
が
担
う
の
で

な
く
、
あ
る
程
度
道
筋
を
つ
け
た
ら
、
高

齢
者
自
身
が
自
発
的
に
活
動
で
き
る
よ
う

な
広
が
り
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

�
子
育
て
支
援

　

過
疎
・
少
子
高
齢
化
の
悩
み
を
抱
え
て

い
る
奈
井
江
町
の
子
育
て
支
援
の
ひ
と
つ

に
、　
「
Ｋ
Ｉ
Ｄ
’Ｓ
Ｎ
ｅ
ｔ　

な
い
え
」

と
い
う
『
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
』

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
始
ま
り

(

は
、
町
づ
く
り
百
人
委
員
会 
子
育
て
支

)

援
部
会 
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
か
ら
遊
び
場
、
小

児
科
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
託
児
・
学
童

な
ど
に
つ
い
て
「
町
立
国
保
病
院
に
小
児

科
の
設
置
を
」「
町
に
は
、
り
っ
ぱ
な
音
楽

ホ
ー
ル
が
あ
り
良
質
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

会
も
行
わ
れ
、
ぜ
ひ
聞
き
に
行
き
た
い

が
、
子
供
を
見
て
も
ら
う
託
児
が
必
要
」

「
歯
医
者
や
美
容
院
な
ど
少
し
の
時
間
、

子
供
を
見
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
」

「
転
入
し
て
き
た
私
は
知
り
合
い
も
少
な

く
、
子
供
を
遊
ば
せ
る
の
に
苦
労
し
て
い

る
」「
学
童
保
育
が
ほ
し
い
」
等
色
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
具
体

的
に
は
何
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
？
そ
の
為

に
自
分
た
ち
が
で
き
る
事
は
何
だ
ろ
う
？

公
共
で
で
き
る
事
は
何
だ
ろ
う
？
と
課
題

整
理
を
進
め
て
い
く
中
で
、
託
児
の
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
学
童
保
育
の
２
点
に

絞
ら
れ
、
町
民
の
中
に
小
さ
な
タ
ネ
が
蒔

か
れ
ま
し
た
。「
協
働
で
創
り
上
げ
る
！
」

「
話
し
合
い
だ
け
で
は
終
わ
ら
せ
た
く
な

い
！
」
と
何
人
か
が
集
ま
り
蒔
か
れ
た
タ

ネ
を
育
て
始
め
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
公
設
公
営
で

昨
年
度
４
月
よ
り
小
学
校
の
空
き
教
室
で

実
施
し
子
供
た
ち
が
放
課
後
や
休
校
日
に

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す

が
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
も
、
郷
土
史

研
究
会
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
遊
び
を

教
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
で
子
育
て

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

託
児
に
つ
い
て
は
、
町
民
サ
ー
ク
ル
と

し
て
、
２
０
０
１
年
４
月
会
員
制
託
児
シ

ス
テ
ム
『
Ｋ
Ｉ
Ｄ
�
Ｓ  
Ｎ
ｅ
ｔ 
な
い
え
』

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
午
前
７
時　

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

３０

の
間
で
、
子
供
の
託
児
や
保
育
施
設
へ
の

送
迎
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。
援
助
が
必

要
な
場
合
、
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
に
依
頼

を
し
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
援
助
で
き
る
人

を
探
し
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
い
き
ま

す
。
現
在　

人
の
会
員
が
登
録
し
、
１
時

４２

間
５
０
０
円
で
住
民
同
士
が
子
供
た
ち
の

託
児
を
原
則
自
宅
で
行
い
ま
す
。
親
は
安

心
し
て
、
病
院
へ
行
っ
た
り
、
学
校
行
事

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
に
参
加
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
の
補
助
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
が
、
奈
井
江
町
の
人
口
規
模
で
は

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
口

が
少
な
く
、
活
動
件
数
が
少
な
く
て
も
必

要
と
し
て
い
る
方
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ

れ
は
必
要
な
も
の
な
の
で
す
。『
で
き
る

事
か
ら
』
と
、
託
児
以
外
に
も
、
子
ど
も

用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
、
情
報
交
換

の
為
の
茶
話
会
、
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

他
人
の
家
へ
子
供
を
預
け
る
事
へ
の
抵
抗

感
が
（
特
に
年
配
者
）
あ
る
中
で
の
理
解

(

や
周
知
、
依
頼
会
員 
子
供
を
預
け
た
い

)方 
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
援
助
会
員

（
子
供
を
預
か
る
方
）
が
不
足
し
て
い
る

等
、
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

就
労
希
望
者
が
増
え
、
少
子
化
に
も
か

か
わ
ら
ず
保
育
所
等
の
入
所
希
望
児
は
増

え
て
い
ま
す
。集
団
保
育
・
個
人
保
育
の
利

点
や
欠
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
が
で
き
る
か
を
考
え

て
い
く
事
と
選
択
肢
を
広
げ
て
い
く
事
が

大
事
で
す
が
、
行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ

る
の
で
、
民
間
・
地
域
で
の
取
組
み
を
さ

ら
に
考
え
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

奈
井
江
町
で
は
、
情
報
を
公
開
し
住
民

み
ん
な
で
共
有
し
、
参
加
す
る
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
住
民

の
健
康
と
福
祉
を
テ
ー
マ
に
始
め
ら
れ
た

町
づ
く
り
へ
の
想
い
は
一
人
一
人
の
町
民

に
着
実
に
浸
透
し
新
た
な
地
方
自
治
の
展

開
の
大
き
な
力
と
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
住
民
参
加
の
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

奈
井
江
町　

お
も
い
や
り
課

　
　
　
　

福
祉
係　
　
　

別
部　

睦
子

　
　
　
　

保
健
介
護
係　

渡
辺　

秀
樹
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�

�

　

町
は
、
上
川
盆
地
の
米
ど
こ
ろ
で

あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
コ
ー

ヒ
ー
の
シ
ョ
ー
ト
缶
に
精
米
し
た
米

一
合
を
詰
め
た「
Ｋ
ｏ
ｍ
ｅ
―

ｃ
ａ
ｎ

ほ
し
の
ゆ
め
」
を
販
売
し
て
い
る
。

価
格
は
一
本
一
五
〇
円
で
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
町
の
Ｐ
Ｒ
を
印
刷
し
て
い

る
ほ
か
、
企
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ

用
ラ
ベ
ル
を
張
る
こ
と
も
で
き
る
。

�

�

連
携
し
、
町
内
の
全
小
中
学
生
約
千

三
〇
〇
人
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与

し
た
。
児
童
・
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
未
然
防
止
を
図
っ
て
い
く
の
が

ね
ら
い
。
事
業
費
約
六
三
万
円
は

町
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
負
担

し
、
ブ
ザ
ー
は
卒
業
時
に
返
還
し
て

も
ら
う
。

�

�

　

町
は
、
庁
舎
建
設
費
用
に
充
て
る

住
民
参
加
型
の
ミ
ニ
公
募
債
「
め
い

わ
愛
町
債
」
を
発
行
し
た
。
愛
町
債

を
通
じ
て
町
政
に
参
加
し
て
も
ら
う

の
が
ね
ら
い
で
、
町
在
住
者
を
対
象

に
購
入
希
望
者
を
募
集
。
五
年
物
満

期
一
括
償
還
で
、
平
成
十
五
年
度
は

二
億
円
、
十
六
年
度
は
一
億
円
の
発

行
を
予
定
し
て
い
る
。

�

�

　

村
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一

環
と
し
て
、
毎
週
水
曜
日
の
窓
口
業

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

北
海
道

東
川
町

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

福
島
県

小
高
町

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

群
馬
県

明
和
町

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

東
京
都

桧
原
村

務
を
午
後
九
時
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

取
り
扱
う
業
務
は
、
出
生
届
や
死
亡

届
の
受
理
、
村
民
税
等
の
納
付
、
住

民
票
や
印
鑑
証
明
等
の
各
種
証
明
書

の
発
行
な
ど
。人
件
費
増
を
避
け
る
た

め
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
時
差

出
勤
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
友
好
交
流
都
市
の
埼
玉
県

狭
山
市
と
の
経
済
的
な
交
流
促
進
の

た
め
特
産
品
開
発
に
着
手
。
町
産
の

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
町
内
の
名
水

「
竜
ヶ
窪
」
の
わ
き
水
を
使
っ
た
「
魚

沼
・
津
南
コ
シ
ヒ
カ
リ
発
泡
酒
」
を

開
発
し
た
。
埼
玉
県
内
の
酒
造
会
社

で
製
造
し
、
両
市
町
内
の
み
の
限
定

で
販
売
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
公
共
事
業
の
高
値
安
定
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
透
明
性
・
公
正
さ

な
ど
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
条
件

付
き
一
般
競
争
入
札
制
度
を
試
験
的

に
導
入
し
た
。
条
件
を
満
た
せ
ば
町

外
業
者
も
参
加
可
能
な
入
札
方
式
だ

が
、
地
元
業
者
の
不
利
に
な
ら
な
い

よ
う
、
条
件
に
地
域
や
業
者
の
点
数

下
限
を
設
け
て
い
る
。

�

�

　

放
任
竹
林
対
策
と
し
て
県
と
と
も

に
土
地
所
有
者
に
対
し
伐
採
費
用
を

補
助
し
て
い
る
町
は
、
伐
採
後
の
竹

を
竹
炭
と
し
て
有
効
活
用
し
よ
う
と

高
温
処
理
窯
、
薫
煙
窯
な
ど
計
四
つ

の
窯
を
整
備
し
た
。
炭
作
り
に
取
り

組
む
町
民
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

て
い
る
「
木
竹
炭
研
究
会
」
に
利
用

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�

新
潟
県

津
南
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

岐
阜
県

御
嵩
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

静
岡
県

河
津
町

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

�

�

　

粘
土
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
る
町
は
、

採
掘
後
の
土
地
の
埋
立
て
に
よ
っ
て
周

囲
の
環
境
悪
化
を
防
止
し
て
い
く
た

め
、
土
砂
等
の
埋
立
て
な
ど
に
よ
る
土

壌
汚
染
や
災
害
発
生
の
防
止
に
向
け

た
条
例
の
制
定
準
備
を
進
め
て
い
る
。

一
定
面
積
以
上
の
埋
立
て
等
の
町
へ

の
申
請
の
義
務
化
や
盛
り
土
な
ど
の

規
制
を
設
け
て
い
く
。

�

�

　

町
内
に
鉄
道
駅
が
な
く
、
マ
イ

カ
ー
使
用
増
加
に
伴
い
交
通
渋
滞
に

よ
る
環
境
悪
化
が
進
ん
で
い
る
町

は
、
路
線
バ
ス
や
循
環
バ
ス
の
路
線

図
の
使
い
方
、
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
た
バ
ス
活
用
ガ

イ
ド
を
作
成
し
た
。公
共
交
通
に
対

す
る
町
民
の
意
識
変
革
を
促
し
、
環

境
の
改
善
に
つ
な
げ
る
の
が
ね
ら
い
。

�

�

　

農
産
物
の
有
機
栽
培
に
力
を
入
れ

て
い
る
村
は
、
消
費
者
に
向
け
て
村

内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
産
物
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
生
産
・
流
通

履
歴
情
報
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

紹
介
し
て
い
る
。
農
産
物
と
生
産
者

の
顔
写
真
や
名
前
、
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
掲
載
し
、
消
費
者
と
生
産
者
の
距

離
を
縮
め
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
通
常
県
費
で
整

備
す
る
駐
在
所
を
、
町
の
予
算
で
建

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

愛
知
県

三
好
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



大

阪

美
原
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

島
根
県

柿
木
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

高
知
県

伊
野
町

設
し
た
。
建
設
費
等
を
町
が
負
担

し
、
県
警
に
土
地
と
建
物
を
貸
与
す

る
方
式
で
設
置
し
た
も
の
で
、
県
警

は
建
物
を
賃
借
し
、
地
域
の
治
安
維

持
や
住
民
防
犯
組
織
の
指
導
な
ど
に

当
た
っ
て
い
る
。

�

�

　

職
員
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
不
当

要
求
を
防
止
す
る
た
め
不
当
要
求
行

為
等
防
止
要
綱
を
策
定
し
て
い
る
町

は
、
録
音
が
可
能
な
電
話
機
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
携
帯
用
の
Ｉ
Ｃ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
配
備
し
た
。
不
当
な
要

求
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
先
方
に
告

げ
た
上
で
録
音
す
る
。

�

�

　

先
人
が
築
い
て
き
た
郷
土
愛
を
受

け
継
ぐ
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
を
推
進

し
て
い
る
町
は
、
毎
年
十
一
月
に
開

か
れ
る
「
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
ま
つ

り
」
の
初
日
を
「
教
育
の
日
」
と
す

る
条
例
を
制
定
し
た
。
郷
土
を
愛

し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
を
育
ん
で
い
く
の
が
目
的
。

　

町
は
、
果
樹
振
興
策
の
一
環
と
し

て
、
島
内
に
存
在
す
る
在
来
種
ミ
カ

ン
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
種

が
な
く
、
青
い
ま
ま
で
も
食
べ
ら

れ
、「
幻
の
ミ
カ
ン
」
と
称
さ
れ
て
い

る
花
良
治
（
け
ら
じ
）
ミ
カ
ン
を
は

じ
め
、
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
四

種
の
在
来
種
ミ
カ
ン
の
機
能
成
分
、

遺
伝
子
な
ど
を
分
析
し
て
い
く
。
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岡
県

穂
波
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

宮
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高
岡
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「
先
生
は
患
者
さ
ん
に
時
代
に
感
謝
し

ろ
っ
て
い
う
け
れ
ど
、
こ
の
時
代
に
生
き

て
い
る
と
こ
れ
が
当
た
り
前
…
…
っ
て
感

じ
で
そ
う
簡
単
に
達
観
で
き
ま
せ
ん
よ
」

と
は
よ
く
私
の
台
詞
を
「
新
興
宗
教
み
た

い
」
と
の
た
ま
う
鐵
灸
師
Ｋ
君
の
言
。
で

も
彼
、
な
か
な
か
鋭
い
指
摘
を
し
て
く
れ

る
の
で
す
。

確
か
に
、
私
が
現
代
の
医
療
に
感
謝
で

き
る
の
は
、
一
昔
前
の
医
療
に
関
す
る
知

識
が
あ
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
個
人
的

に
は
「
眼
内
レ
ン
ズ
を
用
い
た
手
術
が
で

き
る
時
代
」
に
自
ら
の
白
内
障
を
治
療
し

て
も
ら
え
た
こ
と
に
も
の
す
ご
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
が
医
学
生
を
し
て
い
た
の
は

い
ま
で
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ン
の
黎
明
期
。
学
生
時
代
の
教
科
書

を
引
っ
ぱ
り
出
し
ま
す
と
、
Ｃ
Ｔ
は
一
九

七
一
年
以
降
に
開
発
さ
れ
た
そ
う
で
、
当

時
の
本
に
は
目
の
粗
い
Ｃ
Ｔ
写
真
が
「
こ

れ
ぞ
科
学
の
進
歩
！
」
と
い
う
感
じ
で
誇

ら
し
げ
に
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。
な
に
、

い
ま
の
眼
で
見
れ
ば
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
を
見

慣
れ
た
目
で
力
道
山
時
代
の
白
黒
テ
レ
ビ

を
見
る
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
が
ね
。
今

回
は
Ｃ
Ｔ
の
あ
り
が
た
味
に
つ
い
て
ひ
と

く
さ
り
。

▼
も
し
Ｃ
Ｔ
な
か
り
せ
ば

当
節
で
す
と
「
頭
痛
と
吐
き
気
が
」
と

い
っ
た
症
状
で
病
院
に
行
く
と
「
頭
の
Ｃ

Ｔ
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
て
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。
普
通
数
分
で
終
わ
る
痛
く
も
か

ゆ
く
も
な
い
検
査
で
す
。
そ
し
て
頭
の
中

に
腫
瘍
が
あ
る
か
な
い
か
、
脳
室
（
脳
の

中
に
は
空
洞
が
あ
り
そ
こ
に
脳
脊
髄
液
と

い
う
液
体
が
入
っ
て
い
ま
す
）
の
形
は
ど

う
か
、
と
い
っ
た
と
が
す
ぐ
に
鮮
明
な
写

真
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
Ｃ
Ｔ
が
な
か
っ
た
時
代
は
ど
う

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
学
生
時
代
に

買
っ
た
脳
外
科
の
本
を
繙
き
ま
す
と
「
気

脳
写
」
と
い
う
方
法
を
詳
し
く
説
明
し
て

い
ま
す
。
ど
う
い
う
検
査
か
と
い
い
ま
す

と
、
平
た
く
い
え
ば
先
述
し
た
「
脳
室
」

に
気
体
を
ぶ
ち
込
み
、
そ
こ
に
で
き
る

「
泡
」
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
撮
影
し
、
脳
室
の

形
に
異
常
が
あ
る
か
な
い
か
を
診
る
検
査

で
す
。

手
品
師
な
ら
ざ
る
医
者
の
仕
事
で
す
。

脳
の
中
に
気
体
を
入
れ
る
の
だ
っ
て
大

変
。
腰
椎
（
腰
の
骨
中
に
脊
髄
が
入
っ
て

い
ま
す
）
に
針
を
刺
し
て
入
れ
る
の
で
す

（
こ
れ
で
も
相
当
痛
そ
う
で
す
ね
）。
そ
し

て
極
め
つ
け
は
頭
蓋
骨
に
穴
を
あ
け
て
脳

室
に
直
接
針
を
刺
す
や
り
方
（
こ
れ
を
脳

室
写
と
い
う
）も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

脳
に
入
っ
た
気
体
は
当
然
上
の
ほ
う
に
行

き
ま
す
か
ら
、
泡
の
位
置
を
移
動
さ
せ
る

た
め
に
は
（
換
言
す
れ
ば
脳
室
の
さ
ま
ざ

ま
な
部
分
の
形
を
観
察
す
る
に
は
）
診
た

い
部
分
を
上
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
患
者
さ
ん
と
し
て
は
、
上
を

向
い
た
り
下
を
向
い
た
り
逆
立
ち
し
た
り

…
…
と
い
う
こ
と
で
す
。

昔
の
先
生
方
の
苦
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
が
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
る
写
真
は
「
泡
」

の
写
真
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
脳
腫

瘍
が
あ
る
患
者
さ
ん
の
場
合
、
腫
瘍
自
体

は
写
ら
ず
、
腫
瘍
に
よ
る
圧
迫
の
結
果
生

じ
た
脳
室
の
変
形
が
わ
か
る
だ
け
。
腫
瘍

自
体
を
写
し
出
す
た
め
に
は
、
さ
ら
に
血

管
に
造
影
剤
を
入
れ
云
々
（
こ
れ
で
も
間

接
的
な
所
見
が
得
ら
れ
る
だ
け
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
や
っ
た
あ
と
に
頭
痛
、
発

熱
、
悪
心
、
嘔
吐
な
ど
が
出
現
し
う
る
検

査
で
す
。

腰
椎
か
ら
気
体
を
入
れ
る
と
さ
ら
り
と

書
き
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は

う
ま
く
刺
す
の
は
け
っ
こ
う
難
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
て
医
者
と
し
て
も
苦
労
す
る

と
こ
ろ
、
も
ち
ろ
ん
患
者
さ
ん
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
す
ん
な
り
行
っ
た
と
し
て
も

そ
れ
な
り
の
苦
痛
が
あ
る
も
の
で
す
。
ど

う
で
す
、
み
な
さ
ん
、
Ｃ
Ｔ
の
あ
り
が
た

味
、
少
し
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
？

時
代
に
感
謝
す
る
方
法

時
代
に
感
謝
す
る
方
法

下
田
医
院
・
院
長

下
田
医
院
・
院
長

下

　

下

田

哲

也

田

哲

也
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（引受保険会社） 損　保　＝　損害保険会社７社 
生　保　＝　アリコ・ジャパン 

 
営業所（全国23か所） 
 
北海道　011（272）8677 
青森　017（738）2346 
宮城　0224（33）2725 

福島　024（558）2980 
神奈川　045（453）7663 
山梨　055（237）5135 
新潟　025（283）5650 
愛知　0566（81）2072 
三重　059（223）2808 

兵庫　078（362）7812 
奈良　0744（29）8281 
島根　0852（37）2163 
岡山　086（245）4833 
広島　082（844）1067 
山口　083（928）7886 

徳島　088（624）1603 
福岡　092（632）9714 
佐賀　0952（29）3145 
長崎　095（823）9583 
熊本　096（359）1766 
宮崎　0985（32）2789 

鹿児島　099（206）1019 
沖縄　098（862）2627

▼
感
謝
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

前
段
、
わ
ず
か
三
〇
年
前
に
脳
外
科
な

ど
で
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
検
査
の
描

写
で
す
。
医
者
を
生
業
に
し
て
お
り
ま
す

が
受
け
た
く
な
い
検
査
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
は
幸
福
と
、
恨
み
の
気

持
ち
は
不
幸
と
親
和
性
が
あ
り
そ
う
で

す
。
何
故
に
「
健
康
」
を
求
め
る
か
と
い

え
ば
「
幸
福
」
の
た
め
で
し
ょ
う
。

「
感
謝
」
す
る
の
に
は
、
換
言
す
れ
ば

「
幸
福
」
の
た
め
に
は
、
少
し
努
力
が
必
要

で
す
。
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
な
か
に
感
謝

す
べ
き
ネ
タ
を
探
す
努
力
で
す
ね
。
医
療

の
分
野
に
限
ら
ず
「
時
代
に
感
謝
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
は
か
な
り
普
遍
的
に
使
え
る

の
で
は
な
い
か
と
愚
考
し
た
も
の
で

…
…
。
Ｋ
君
に
は
ま
た
バ
カ
に
さ
れ
そ
う

で
す
が
。

『
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
』

【
総
合
研
究
開
発
機
構　

研
究
会
代
表

　

神
野
直
彦
／
澤
井
安
勇
編
・
東
洋
経

済
新
報
社
発
行
】

　

本
書
が
目
指
す
「
市
民
社
会
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
」、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
の
世
界
と
は
、
市
民
生
活
の
多
様

性
、
主
体
性
を
最
大
限
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
成
熟
し
た
民
主
主
義
社
会

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　

政
府
や
市
場
か
ら
与
え
ら
れ
る
財
・

サ
ー
ビ
ス
が
画
一
的
で
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
必
ず
し
も
満
た
せ
な
い
状
況
が
あ

れ
ば
そ
れ
を
市
民
自
ら
が
関
与
で
き
る

政
治
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出
そ
う

と
す
る
ベ
ク
ト
ル
は
、
世
界
的
潮
流
と

も
な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
自
然
的
共
同

体
の
中
で
互
酬
の
行
為
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
人
々
相
互
間
の
サ
ー
ビ
ス
の
交

換
シ
ス
テ
ム
の
現
代
的
再
生
と
も
み
ら

れ
よ
う
。

　

現
在
の
閉
塞
状
況
に
つ
い
て
も
、
こ

う
し
た
多
元
的
な
価
値
観
を
も
つ
社
会

的
ア
ク
タ
ー
が
切
磋
琢
磨
し
、
協
力
し

あ
っ
て
い
け
ば
新
し
い
政
策
や
活
力
が

生
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
世
界
の
歴
史

や
わ
が
国
の
歴
史
を
み
て
も
、
国
の
活

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
多
か
れ

少
な
か
れ
、
こ
う
し
た
多
元
的
価
値
社

会
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

本
書
は
、
今
後
の
分
権
社
会
に
お
け

る
多
様
な
社
会
的
ア
ク
タ
ー
の
新
し
い

展
開
を
前
提
と
し
て
、
行
政
セ
ク

タ
ー
、
企
業
セ
ク
タ
ー
と
の
相
互
関
係

に
よ
り
形
成
さ
れ
る
新
し
い
市
民
社
会

の
構
図
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
あ
り
方
を
多
面
的
に
分
析
・
議
論
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
総
合
研
究
開
発
機

構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
が
展
望
・
提
言
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
四
年
二
月
発
行

定　

価　

二
、
六
〇
〇
円
＋
税

Ａ
５
判　

２
６
４
ペ
ー
ジ

電　

話　

〇
三
―

五
四
四
八
―

一
七
三
五
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政
府
は
、
こ
の
ほ
ど
「
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
」に
係
る
改
正
法
案
を
閣
議
決
定
し
、

今
国
会
に
提
出
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、「
三
位
一
体

の
改
革
」
に
基
づ
き
、
補
助
金
等
の
廃
止
・

縮
減
に
よ
る
一
般
財
源
化
の
一
環
と
し

て
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
等

の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
新
た
に
創
設
さ

れ
た
交
付
金
。

　

ま
た
、
同
交
付
金
制
度
の
創
設
と
併
せ

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
権
限
を
地
域

の
実
情
を
熟
知
し
た
市
町
村
へ
一
本
化
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
市
町
村
が
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
作
成

し
、
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
実
施
す
る

各
種
事
業
に
対
し
て
、
国
が
、
市
町
村
に

対
し
交
付
金
を
交
付
す
る
。

　

交
付
対
象
は
、
整
備
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
幅
広
い
施

設
等
と
し
、
例
え
ば
道
路
、
公
園
、
下
水

道
、
多
目
的
広
場
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
も

含
め
、
市
町
村
が
ま
ち
づ
く
り
を
包
括
的

に
行
え
る
よ
う
に
す
る
。

　

さ
ら
に
、
市
町
村
は
、
①
都
道
府
県
に

対
し
、
整
備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の

実
施
に
関
連
し
て
必
要
と
な
る
地
域
に
関

す
る
都
市
計
画
の
決
定
等
の
要
請
、
②
整

備
計
画
に
記
載
さ
れ
た
国
道
又
は
都
道
府

県
道
の
新
設
等
を
行
い
、
当
該
道
路
の
道

路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
―
等
と
し
て
い
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」閣
議
決
定

―
国
土
交
通
省
―

地
域
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
で
提
言

―
産
構
審
専
門
委
―

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
、
山
形

県
、
米
沢
市
等
が
主
催
す
る
「
ゆ
き
み
ら

い　

米
沢
」
が
二
月
十
二
日
〜
十
四
日
、

in
山
形
県
米
沢
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
「
ゆ
き
み
ら
い
」
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

展
示
会
を
通
し
て
、
克
雪
・
利
雪
技
術
の

現
状
や
課
題
、
雪
に
強
い
地
域
づ
く
り
、

雪
国
文
化
を
活
用
し
た
観
光
や
産
業
の
振

興
な
ど
、
雪
国
の
現
状
や
未
来
に
つ
い
て

意
見
・
情
報
の
交
換
を
行
い
、
相
互
に
交

流
や
連
携
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
雪
の

な
い
地
域
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
六
十
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
「
上
杉
の

城
下
町
発　

新
・
雪
国
の
創
造
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
初
日
に
は
、「
全
国
克
雪
・
利
雪

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
行
わ
れ
、
冒
険
家
・

大
場
満
郎
氏
の
基
調
講
演
や
ア
ン
＝
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
・
宮
城
大
学
講
師
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、「
外
か
ら
見
た
雪
国

の
魅
力
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

翌
日
は
、「
雪
み
ち
懇
談
会
で
議
論
し

た
こ
と
、
提
言
し
て
い
る
こ
と
」
と
題
し
、

清
水
浩
志
郎
・
秋
田
大
学
工
学
資
源
学
部

教
授
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、「
冬
期
道
路
空
間
確
保
と
地
域
の

参
画
」
と
題
し
た
特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

　

東
北
地
方
は
今
、「
強
く
美
し
い
東
北
」

を
目
指
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
促
進
や

個
性
豊
か
な
地
域
の
創
造
な
ど
、
こ
れ
ま

で
各
機
関
が
個
別
に
取
り
組
ん
で
き
た
事

業
を
新
た
に
複
合
的
か
つ
効
率
的
に
実
施

し
て
い
こ
う
と
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
全

体
を
通
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
た
東
北
の

新
し
い
交
流
の
あ
り
方
や
新
た
な
意
見
交

換
が
試
み
ら
れ
た
。

ゆ
き
み
ら
い　

米
沢
を
開
催

in

　

産
業
構
造
審
議
会
の
環
境
部
会
の
地
域

循
環
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
委
員
会
は
こ
の
程
、

「
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
＝
循
環
型
社
会
を

築
く
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
あ
り
方
」
と
題
す

る
中
間
報
告
案
を
発
表
し
た
。

　

背
景
に
は
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、

大
量
廃
棄
に
よ
り
地
球
温
暖
化
や
ご
み
問

題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
各
地
域
で
循
環

型
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

報
告
案
で
は
、
現
行
の
地
域
循
環
ビ
ジ

ネ
ス
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
上
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
企
業
や
産
業
界
、
地
方
自
治

体
、
市
民
活
動
及
び
国
の
そ
れ
ぞ
れ
に
期

待
さ
れ
る
取
組
み
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
地
域
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
へ

の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
に
対
し
て
は
、
①
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や
再
生
資

源
の
回
収
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
②
地
域
環

境
保
全
策
と
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
振
興
策
と
の

連
携
、
③
地
域
市
民
や
地
元
企
業
へ
の
適

切
な
情
報
提
供
と
市
民
活
動
に
対
す
る
行

政
参
加
等
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
に
つ
い
て
は
、
①
自
治
体
を

中
心
と
し
た
支
援
制
度
の
設
計
、
②
リ
サ

イ
ク
ル
だ
け
で
な
く
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
全
体
へ
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
支
援
策
、
③
広
域
連

携
や
地
域
間
連
携
な
ど
へ
の
支
援
策
等
を

求
め
て
い
る
。

　

な
お
、
経
産
省
は
こ
の
報
告
を
踏
ま

え
、
事
業
の
採
択
に
関
す
る
評
価
・
審
査

体
制
の
明
確
化
と
十
六
年
度
予
算
に
よ
る

補
助
金
採
択
案
件
の
公
募
を
実
施
す
る
予

定
。
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